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経営戦略
立案

副業・兼業人材が
活躍可能な
ビジネス領域

（一例）

人材制度などの
社内制度設計

DX・IT 化

資金調達

販路開拓

マーケティング

広報・PR活動

新規事業
立ち上げ

国も副業・兼業の促進を後押し

変化の常態化を許容する組織となるために

　富山県の人口は1998年の約112万人を
ピークに減少傾向にあり、2022年10月の人口
は約101万人となっています。
　労働力人口の減少は、継続した組織運営に
大きな影響があり、富山県では人材獲得激化
の未踏の時代に選ばれ続けるため、様々な施
策により働き手の確保をしています。
　不確実な将来への事業展開のキーワード
は、グリーン、オープン、グローバル。人材こそ
が革新の源泉。このような考えの元、富山県で
は、副業・兼業人材との協業による組織活性に注
目しています。
　予測不能な時代に多様化・細分化する課題
解決には、１社のみでの対応では限りがあるた
め、実務経験豊富な副業・兼業人材と協業し、
新たな価値やイノベーションを生みだしてい
きましょう。

労働時間の通算の解釈等が明確に

副業・兼業の場合における労働時間の管理については、労働基
準法上、労働時間の通算が必要となる場合がある中で、副業・兼
業先での労働時間の管理・把握が困難であるという理由から導
入に対して企業の慎重な姿勢がありました。

このため、厚生労働省から、労働時間の通算のルールや労働
者の自己申告等による副業・兼業の確認、簡便な労働時間管
理の方法等が示され、導入しやすくなりました。

副業・兼業では、様々な雇用形態がありますが、業務委託契約

が主流です。 

業務委託には「請負契約」と「委任契約」の2種類があります。
※業務が法律行為であれば「委任契約」、法律行為以外の業務であれば
　「準委任契約」となります。

業務の遂行を目的とした契約
業務を行えば、成果物がなくても対価が発生する

業務を完成させることを目的とした契約
業務の完了・成果物の納品を持って対価が発生する

「副業・兼業人材」と協業するメリット

委任契約

請負契約

常勤雇用より費用を抑えられる

専門領域を持つプロフェッショナルの支援を受けられる

必要な業務を、必要な時だけスピーディーに依頼できる
1
2
3

県では、県内企業が経営課題の解決に必要となる「プロフェッショナル人材」や「副業・兼業人材」の確保のため、
富山県プロフェッショナル人材戦略本部を設置。経営課題解決等で即戦力となる「副業・兼業人材」のマッチングを支援しています。

国は、新たな技術開発やオープンイノベーション、起業の手
段、そして第2の人生の準備に有効として、副業・兼業を促進
しています。
2020年9月、厚生労働省は、企業も働く方も安心して副業・兼
業を行うことできるよう、労働時間の管理などの副業・兼業
ルールをより明確にするため、2018年1月に策定した「副業・

兼業の促進に関するガイドライン」を改定しました。
「原則、副業・兼業を認める方向とすることが適当である」の背
景には、勤務時間以外の時間をどのように過ごすかは、基本、
労働者の自由であるという考えがあります。
国が示すガイドラインも、副業・兼業は合理的な理由がなく制限
はできず、原則、副業・兼業を認める方向となっています。

副業・兼業人材採用までの流れ

企業訪問、
対話

経営課題確認
解決手段検討

副業・兼業
人材活用の
妥当性確認

求人ニーズ確認
求人票作成 マッチング

1週間程度 応募者選考、面談、契約(採用)まで1週間～1ヶ月程度

採用1 2 3 4 5 6

・副業・兼業人材への報酬は3～5万円 /月程度が一般的です。
・実際に富山に来てもらう場合は、別途交通費実費の支払いが必要です。
・その他、民間人材ビジネス事業者への支払いが必要です。

副業・兼業人材との働き方

契約について

契約に関する費用について

副業・
兼業人材

民間人材
ビジネス事業者・
都市部大企業

富山県
プロフェッショナル
人材戦略本部

連携 県内企業
新たな
企業成長
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富山県が開催した過去２回のオンラインイベントへ参加申込さ
れた副業・兼業人材の60-70%が首都圏（１都３県）在住でした。
富山県外在住の方が多いため、打ち合わせ等はオンライン会
議システム等を介して行うことがほとんどとなります。

副業・兼業人材とは、ビジネスにて成り立っている関係ですが、
対面での打ち合わせ機会は少ないため、必ず契約書を締結し
てからの協業としましょう。
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取り組みの成果 取り組みの成果

?! ?!

富山旅行への潜在的な層への誘客、観光公式サイトへの流入対策としてSNSを運用していたが、
運用体制・方法について定めておらず持続可能な体制作りが課題であった。

SNS発信は、担当者の「手のひら」の中の作業で完結してしまっ
ており、計画的な運用、投稿の効果検証ができていなかった。

観光戦略課では、SNSマーケティングで豊富な実績を持つ副
業人材1名を採用した。SNS運用の基本的なルール策定、効
果検証とPDCAスキーム検討など、持続可能なSNS運用の
仕組みづくりを提案いただいた。

公式SNSの、持続可能で戦略的な運用への転換を目指したい。

副業者との協業を経て、現在では定期的な分析や効果検証が行えるようになりました。今後は今回
作った運用スキームを着実に回し、体制化していきたいと思います。また、SNSセミナーを通して各
市町村のSNS担当者との横のつながりができたことも収穫になりました。

３社：40名

これまでのキャリアでSNSの属人的運用や失敗の経験があり、
ご担当者の悩みには共感できるものがありました。課題解決に
向けた半年間で、ご担当者の意識の変化と熱意で、少しづつ着
実に良いものに向かっていくのを感じました。民間のSNSマー
ケティングの知見が自治体様にも共有でき、大変よかったと思
います。また、富山の方の強い地元愛を感じ、私自身も、今どき
のウェルビーイングを自然の中で体感できる富山のファンにな
りました。特に立山を見ながら入るサウナは最高ですね。

30代
京都府出身、東京都在住
紹介を受けた
民間人材ビジネス事業者
(株)みらいワークス

40代
神奈川県出身、東京都在住
紹介を受けた
民間人材ビジネス事業者
(株)みらいワークス

観光戦略課
副業・兼業事例　

課題解決のために現状

県担当者の感想

副業を経験して

富山県では、県の情報発信にSNSを活用していたものの、効果的な運用方針がなく、TwitterとInstagram
の使い分けができていなかったことに加え、発信内容が各課任せになっていることが課題だった。

SNS投稿記事は、各課から寄せられた原稿をそのまま発信し
ていたために統一感がなく、担当者交代時の引き継ぎマニュ
アルなどもなかった。

広報課では、広報PR、マーケティングで豊富な実績を持つ副
業人材1名を採用した。協業開始に当たっては課員とワーク
ショップ形式で課題の洗い出しを行い、県の広報活動を俯瞰
する課題解決の道筋に向け、提案をいただいた。

目的に応じたSNSの使い分けによる効果的な情報発信を推進したい。

広報活動でのSNS運用について、「発信することがゴールになっているのでは」というもどかしさは
あったものの、何が課題かを深く掘り下げることができたのは、今回の協業を通してこそです。協業
で得た知見は、SNSにとどまらず、テレビや新聞、広報紙による広報などにも生かしていきたいと
思っています。

３社：68名

県の広報では、ターゲットが県内なのか県外なのか、また、各市町
村の情報のバランスはどうするかなど企業における広報との違
いがあります。ターゲットを絞ることの難しさもあり、この点は、
最初の打合せなどでしっかりとすり合わせをしていきました。
地方創生への関心から、これまでも自治体様との協業を経験して
いました。今回、富山に初めてふれてみると、食も酒も観光も、な
んでもそろっている印象です。また、「良いものがある」という皆
さんの地元愛の強さとプライドも感じられましたので、SNSを通
して富山の魅力を再発見できると信じてます。

広報課
副業・兼業事例　

課題解決のために現状

県担当者の感想

副業を経験して

人材募集の際の申込者 人材募集の際の申込者

副業者からのサポートを経て、公式SNSでは週に1回の情報分析と効果検証の機会を設け、投稿について
もスケジュールに則った運用に改めた。リポスト・リツイート機能や、アンケート機能なども生かし、フォロ
ワーとの双方向性を高めるような投稿を増やしている。
さらに、副業者を講師として県内市町村の観光担当者を対象としたSNSセミナーを開催し、本取り組みの
横展開を行った。

Twitter では各課から提供された情報発信に加え、広報課独自の投稿を行って親しみやすさをプラスした。
一方、Instagram は富山県の日常的な魅力発信媒体と位置付け、#toyama_next による個人の写真
投稿のリポストを行い、ユーザーとのコミュニケーションを活発化させた。これら Twitter と
Instagram の明確な使い分けの徹底により、半年で Twitter6%、Instagram24%のフォロワー増効
果があった。
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取り組みの成果

副業者からのサポートを経て、ターゲット層の絞り込み、情報精査など、SNS 運用での訴求ポイントの明
確化ができた。これにより、SNS の特性に合わせたスムーズな投稿業務の実現がかなった。さらに、投稿
頻度や撮影方法など機能や技術面で副業者から具体的な提案があり、フォロワー数増加、認知度向上に弾
みがついた。一方、ホームページリニューアルは、副業者の提案を元に、継続して作業を進める道筋がついた。

高志の国文学館の認知度向上と、若年層の来館者増を図りたい。

副業者との協業で、HPやSNSの方向性を整理でき、SNSの実用的なテクニックも教え
ていただきました。Twitterでは「文学コンテンツ」、Instagramでは「美しい外観や環
境」など、当館の財産を生かし、媒体に適した投稿内容へと大きく見直しができまし
た。「結果を焦って求めず、トライ＆エラーを繰り返し、未来に向けてファンを増やす活
動を継続していく」といった視点は、全ての業務において大切な言葉となっています。

４社：56名

高志の国文学館は、すでに十分素晴らしい資産を持っており、
その資産をターゲットに向けて効果的に発信するために、私の
キャリアが役立てると考えました。私の考える地方での副業の
魅力は、ふだん行なっている首都圏での仕事とは違う「楽しさ」
にあります。月に一度のご担当者とのオンライン会合は雰囲気
よく、私の提案も快くご理解いただきました。

応募のきっかけは、私にとって未知のジャンルだった「文学館」で
の仕事に魅力を感じたからです。この副業がきっかけで、ドラえ
もんの作者が富山県出身と知ることもでき、富山の文学の一端
に触れてとても刺激になりました。投稿の実務作業を通し、イン
スタグラムでのリールBGMや、ハッシュタグ選択など、私自身が
改めて気付かされたことも多く、嬉しい収穫となりました。

30代
群馬県出身、東京都在住
紹介を受けた民間人材ビジネス事業者
(株)みらいワークス

20代
東京都出身、熊本県在住
紹介を受けた民間人材ビジネス事業者
パーソルキャリア(株)

高志の国文学館
副業・兼業事例　 副業・兼業人材と富山県内企業のオンライン交流会

人材募集の際の申込者

県担当者の感想

副業を経験して

開館10年を迎えた高志の国文学館（富山市）の認知度向上と、若年世代の来館者拡大のために、
従来より続けていたSNSのあり方の見直しと、ホームページのリニューアルを行いたいと考えた。

?!
高志の国文学館では、来館者の多くは中高年層で、若年世代
の認知度が低い。また、SNS発信は行なっていたものの、多く
の人に見てもらうための効果的な投稿方法を模索している
状況だった。

高志の国文学館では、SNSやホームページのコンセプト作り
に関する業務、SNS投稿実務に従事する副業人材を2名採用
した。2名にはそれぞれ一度ずつ来館いただき、現状確認とヒ
アリングの後、オンラインで作業を進めた。

課題解決のために現状

富山県では、自社の抱える課題を副業・兼業人材との協業により解決したい県内企業と富山県での副業・兼業を希望する人材、また自社社員
の活躍機会創出、セカンドキャリア支援に力を入れたい大企業の3者との交流を促進するオンラインイベントを過去2回開催しました。参加
申込いただいた副業・兼業人材の属性を紹介します。

第1回開催
日時：2022年3月7日　　  オンライン形式にて開催　　参加者：県内企業24社　参加申込者：１93名

第２回開催
日時：2022年11月9日　　オンライン形式にて開催　　参加者：県内企業22社　参加申込者：146名

参加申込者から見る副業・兼業人材データ
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59％26％58％
25％

17％ 15％

第1回 第2回

57％36％５９％33％

８％第1回 第2回 7％

検討していない 検討している 以前検討していたことがある なると思う わからない ならないと思う

3）キャリアを生かせる分野（複数選択可） 4）副業・兼業実施の理由（複数選択可）

第1回 第2回 第1回 第2回

自己啓発の
ため

報酬

企業から
依頼された

46%

30%

24%

（%）

43%

42%

38%

31%

29%

23%

7%

21%

マーケティング

営業企画

経営企画

広報／ PR

IT ／ DX 推進

人事

財務／会計

その他

（%）
0 10 20 30 40 50

45%

39%

37%

35%

18%

15%

2%

21%

経営企画

営業企画

広報／ PR

マーケティング

IT ／ DX 推進

人事

財務／会計

その他

（%）
0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50

（%）

38%

36%

27%

自己啓発の
ため

報酬

企業から
依頼された

0 10 20 30 40 50



5 6

取り組みの成果

副業者からのサポートを経て、ターゲット層の絞り込み、情報精査など、SNS 運用での訴求ポイントの明
確化ができた。これにより、SNS の特性に合わせたスムーズな投稿業務の実現がかなった。さらに、投稿
頻度や撮影方法など機能や技術面で副業者から具体的な提案があり、フォロワー数増加、認知度向上に弾
みがついた。一方、ホームページリニューアルは、副業者の提案を元に、継続して作業を進める道筋がついた。

高志の国文学館の認知度向上と、若年層の来館者増を図りたい。

副業者との協業で、HPやSNSの方向性を整理でき、SNSの実用的なテクニックも教え
ていただきました。Twitterでは「文学コンテンツ」、Instagramでは「美しい外観や環
境」など、当館の財産を生かし、媒体に適した投稿内容へと大きく見直しができまし
た。「結果を焦って求めず、トライ＆エラーを繰り返し、未来に向けてファンを増やす活
動を継続していく」といった視点は、全ての業務において大切な言葉となっています。

４社：56名

高志の国文学館は、すでに十分素晴らしい資産を持っており、
その資産をターゲットに向けて効果的に発信するために、私の
キャリアが役立てると考えました。私の考える地方での副業の
魅力は、ふだん行なっている首都圏での仕事とは違う「楽しさ」
にあります。月に一度のご担当者とのオンライン会合は雰囲気
よく、私の提案も快くご理解いただきました。

応募のきっかけは、私にとって未知のジャンルだった「文学館」で
の仕事に魅力を感じたからです。この副業がきっかけで、ドラえ
もんの作者が富山県出身と知ることもでき、富山の文学の一端
に触れてとても刺激になりました。投稿の実務作業を通し、イン
スタグラムでのリールBGMや、ハッシュタグ選択など、私自身が
改めて気付かされたことも多く、嬉しい収穫となりました。

30代
群馬県出身、東京都在住
紹介を受けた民間人材ビジネス事業者
(株)みらいワークス

20代
東京都出身、熊本県在住
紹介を受けた民間人材ビジネス事業者
パーソルキャリア(株)

高志の国文学館
副業・兼業事例　 副業・兼業人材と富山県内企業のオンライン交流会

人材募集の際の申込者

県担当者の感想

副業を経験して

開館10年を迎えた高志の国文学館（富山市）の認知度向上と、若年世代の来館者拡大のために、
従来より続けていたSNSのあり方の見直しと、ホームページのリニューアルを行いたいと考えた。

?!
高志の国文学館では、来館者の多くは中高年層で、若年世代
の認知度が低い。また、SNS発信は行なっていたものの、多く
の人に見てもらうための効果的な投稿方法を模索している
状況だった。

高志の国文学館では、SNSやホームページのコンセプト作り
に関する業務、SNS投稿実務に従事する副業人材を2名採用
した。2名にはそれぞれ一度ずつ来館いただき、現状確認とヒ
アリングの後、オンラインで作業を進めた。

課題解決のために現状

富山県では、自社の抱える課題を副業・兼業人材との協業により解決したい県内企業と富山県での副業・兼業を希望する人材、また自社社員
の活躍機会創出、セカンドキャリア支援に力を入れたい大企業の3者との交流を促進するオンラインイベントを過去2回開催しました。参加
申込いただいた副業・兼業人材の属性を紹介します。

第1回開催
日時：2022年3月7日　　  オンライン形式にて開催　　参加者：県内企業24社　参加申込者：１93名

第２回開催
日時：2022年11月9日　　オンライン形式にて開催　　参加者：県内企業22社　参加申込者：146名

参加申込者から見る副業・兼業人材データ

１）現在居住場所 ２）年齢

70％ 60％ 30％

20％

29％

16％
26％ 30％

31％

30％

11％
20％

8％

6％

3％

第1回 第2回 第1回 第2回

首都圏（1都３県） 富山県 海外 その他

4％

※海外はアメリカ、
　マレーシア

※海外は台湾、
　香港、マレーシア 平均年齢:46歳 平均年齢:49歳

1％

20代 30代 40代 50代 60代以上

4％

5）契約期間（複数選択可、無回答除く） 6）希望する平均月報酬（複数選択可）

3 ヶ月

7ヶ月以上

6ヶ月

1ヶ月

2ヶ月

4ヶ月

27%

13%

7%

5%

3%

1%

7 ヶ月以上

3ヶ月

6ヶ月

1ヶ月

2ヶ月

5ヶ月

4ヶ月

24%

10%

8%

7%

2%

1%

1%

（％）（％）

4,001円以上

3,001～4,000円

2,001～3,000円

1,000～2,000円

募集企業の
サービス・
内容で構わない

24%

24%

21%

14%

10%

4,001円以上

3,001～4,000円

2,001～3,000円

1,000～2,000円

募集企業の
サービス・
内容で構わない

21%

18%

28%

22%

8%

（%）（%）

第1回 第2回 第1回 第2回

0 10 20 30 0 10 20 30 0 10 20 30 0 10 20 30

7）現在、地方への移住を検討していますか？ 8）地方企業での副業・兼業経験が移住のきっかけになると思いますか？

59％26％58％
25％

17％ 15％

第1回 第2回

57％36％５９％33％

８％第1回 第2回 7％

検討していない 検討している 以前検討していたことがある なると思う わからない ならないと思う

3）キャリアを生かせる分野（複数選択可） 4）副業・兼業実施の理由（複数選択可）

第1回 第2回 第1回 第2回

自己啓発の
ため

報酬

企業から
依頼された

46%

30%

24%

（%）

43%

42%

38%

31%

29%

23%

7%

21%

マーケティング

営業企画

経営企画

広報／ PR

IT ／ DX 推進

人事

財務／会計

その他

（%）
0 10 20 30 40 50

45%

39%

37%

35%

18%

15%

2%

21%

経営企画

営業企画

広報／ PR

マーケティング

IT ／ DX 推進

人事

財務／会計

その他

（%）
0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50

（%）

38%

36%

27%

自己啓発の
ため

報酬

企業から
依頼された

0 10 20 30 40 50




